
 

 

 
      (公財)兵庫県まちづくり技術センター 

「第１回まちづくり専門家会議」のご案内 vol.3(R5.8.25) 

《講師からの事前コメントを追加》 
 

まちづくり技術センターでは、住民主体のまちづくりを推進する市町への支援として、アドバイザー

（専門家）派遣事業を実施しております。 

少子高齢化、人口減少が進展し、地域活性やライフスタイルの多様化への対応として住民主体による

まちづくりの必要性が高まるなか、令和 4 年には支援対象を市街化調整区域まで拡充させ、まちアップ

支援事業として、派遣事業を行っています。 

この度、当センターの専門家バンクに登録する専門家の方々から、様々な地域課題への取り組みや成

果等の活動実績をご紹介頂く、専門家を活用した住民主体のまちづくりを支援する場として、「第１回ま

ちづくり専門家会議」を開催します。 

   

 ◆日 時     令和５年８月３０日（水）13:15 ～ 16:30（受付開始：13:00） 

  ◆場 所     まちづくり技術センター大会議室（神明ビル３F）    

Zoom によるリモート参加可       

  ◆参 集     ①市町 まちづくり担当等         

        ②まちづくり専門家バンク登録者      

  ◆参加費     無 料 

  ◆申込み     電子メールで件名を「専門家会議参加」として所属･氏名･連絡先、会場 or リモートを選

択して、メール送信（メールアドレスmachicen@hyogo-ctc.or.jp）願います。 

（先着順）  リモート参加者には追って、ミーティングルーム URL を送信します。 

  ◆問合せ先   公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター まち計画課 担当 豊嶋 尾崎 

〒650-0023  神戸市中央区栄町通 6 丁目 1-21  神明ビル 5Ｆ 

TEL 078-367-126０   FAX 078-367-1229 

 

 

13:15  《開  会》   

 

13:25  《まちアップ支援事業の概要説明》 

13:45  《講  演》 

(1) 講師 浅見 雅之氏（合同会社 人・まち・住まい研究所） 

「市街化調整区域内集落での土地利用の検討」   

(2) 講師 森崎 輝行氏 （森崎建築設計事務所）        

「有馬の景観まちづくり」    

(3) 講師 井原 友建氏 （特定非営利活動法人地域再生研究センター、株式会社八州） 

   「住民を主体とした地域課題への対応」     

※ 講演毎に 15 分間程度の質疑応答の時間を設けます。    

     

16:30  《閉  会》 

 

 

MAP 

ウラ面もご覧ください 



 

 

講演にあたって一言 
講師の方々から、講演いただく内容について事前に一言コメントを頂いています。 
参加にあたっての参考にしてください 
講師のプロフィール等については、当センターweb page より「まちづくり

専門家バンク登録専門家一覧表」をご覧ください。（右の QR コード、または、 
https://www.hyogo-ctc.or.jp/ctc /business/land/land_5_1.html ） 
 

浅見 雅之 氏 「市街化調整区域内集落での土地利用の検討」  

市街化調整区域は、いたずらな開発を抑制する役割を果たしてきたルールですが、人口
減少社会を迎えた現在、農村部等において地域の衰退を招きかねないルールとなっても
います。今回は、太子町福地地区での、土地利用について地域の皆で考え、調整区域の
規制緩和を目指す活動について紹介します。 

地域づくりでは、このような規制の問題だけに着目していると、方向性を見失いがち
です。規制の緩和が、本当に将来にわたって地域を守り、住みよい地域づくりにつなが
るのということを含め、考えるべきことは山積みです。 

農村地域におけるよりよい地域づくり活動を、実際に検討途上にある地域の事例を紹
介しつつ、皆さんとともに考えたいと思います。 

 

森崎 輝行 氏 「有馬の景観まちづくり」  

有馬地区でのまちづくり活動は、2001 年から現在まで続いている。永く続けられる
のは、専門家としての信頼をその支援において得ているからと思っている。 

土地、建物、道路等の調査の一方、地区特性を考慮したまちの将来像を考える地元組
織（まち協）を立ち上げ、地区の現状の課題（狭隘道路、まちなみ景観、防災性）を共
有化し、その解決策に向けての活動を行うこととなる。地元住民合意形成をはかりなが
ら具体策を提案していった。歩行者天国の実施、無電柱化と景観ルール、夜間人口への
対応や空き家調査と対策などを行って来た。景観を切り口に解決策を探る一方、まちづ
くり活動においての「目にみえる展開」を理念とした。権利者合意での道路中心線の鋲
や CG 活用で「無電柱化」の世界を見せるなどである。この有馬に関わり、俯瞰的に地
域を見ながらも、地域の人々と一つ一つ一緒に考え、まちを愛し、ともに育てていく専
門家でありたいと考えている。 

 

井原 友建 氏 「住民を主体とした地域課題への対応」 

アドバイザーは、それぞれの専門分野において、高度な知識とそれを応用する技術力を持って
います。さらに、対話を重ねながら、地域の皆様に寄り添った形で、まちづくりにおける様々な
課題への処方箋を導き出す術も持っています。そして、ただ処方箋を出すだけでなく、一緒に汗
をかいて活動実践することもできます。 

しかし、私たちが唯一出来ないことがあります。それは地域として“決める”ことです。つまり、
合意形成のお手伝いはできますが、最終的に意思決定、判断するのは地域の皆様です。 

全ての人が納得する方策を導き出せるかは分かりませんが、一人でも多くの方々にご理解頂け
るベターな手立ては示せます。まちがより良い方向に進むために、様々な専門分野で活躍するま
ちづくりアドバイザーとともに歩んでいきましょう。 


